
奄美地域の自然資源の保全・活用に関する検討会の
設置趣旨と検討内容について

平成15年5月　
「世界自然遺産候補地に関する検討会」にお
いて、琉球諸島が世界自然遺産候補地とし
て選定。

遺産の価値を有すると考えられる要素、重要
地域等の抽出

重要地域の法的な
保護担保（保護地域
の指定）

保護のために必要
な事業の実施

平成15～17年　
鹿児島県の「奄美群島重要生
態系地域調査」の実施により、
情報が整理されている。

既に実施している環
境省等によるマングー
ス対策事業や保護増
殖事業等を展開して
いく。

【地域の動き】
•平成15年　奄美群島自然共生プラ
ン（鹿児島県）
•平成16年　奄美ミュージアム構想
（奄美群島広域事務組合）
•平成19年　世界自然遺産登録推
進協議会設立

＜検討会での検討内容＞

　奄美地域の現状を幅広い観点からとらえ、今後、自然資源を保全し、活用していくための基
本的な考え方を提言としてとりまとめる。具体的には以下のような項目が考えられる。
　なお、必要に応じてヒアリングなどを実施し、検討会にインプットしていく。

　１．保全・活用すべき自然資源（自然との関わりが深い文化的な資源も含む）はどのようなも
のか。

　２．どのように保全・活用していくのか。
• 伝統的な自然資源との関わり方のとらえ方
• 自然資源を活用した産業としての林業のあり方
• 観光産業の展開の方向性
• 法制度（国立公園等）をどのように適用していくのか　　　等

• 地域の産業など
と共存できる保護
地域（規制）はど
のようなものか

※　検討会において「基本的な考え方」を提言としてとりまとめた後は、提言を踏まえて、鹿児島県をは
じめとする関係行政機関や関係者と協力し、世界自然遺産登録に向けた保護地域指定や、自然資
源を保全し、活用する地域づくりを推進していく。

奄美地域の自然との関わりのあり方に関する課題

平成19年3月　
「国立・国定公園の指定及び管理運
営に関する検討会」において、「奄
美群島の照葉樹林は国立公園の指
定も視野に入れた、より詳細な評価
を行う必要がある」とされた。

• 国立公園としての保全・活用対
象は何か

• どのような国立公園が望ましい
か

平成17年～　
琉球諸島が該当する遺産のクラ
イテリア等に関する調査
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□ 世界自然遺産候補地に関する検討会の検討結果（抜粋） 
 

詳細検討対象地域について、現時点で得られる知見、情報等に基づいて学術的見

地から検討を行った結果、現段階では、以下に記述する３地域が、世界遺産条約に

定める登録基準と完全性の条件を満たす可能性が高いものと考えられる。 

しかしながら、これらの地域はそれぞれ課題もあり、直ちに世界遺産候補地とし

て推薦できる状況にあるわけではない。 

このため、今後、環境省及び林野庁等の関係省庁においては、地元自治体等関係

者の意見を聴き、社会的条件も含めて更なる調整・検討を行い、その中で条件の整

う見込みのついた地域については、世界自然遺産候補地として推薦されることを期

待したい。 

 

（世界自然遺産の登録基準に合致する可能性が高いと判断された地域） 

琉球諸島は、大陸との関係において独特な地史を有し極めて多様で固有性の高い亜熱帯生態

系や珊瑚礁生態系を有している点、また優れた陸上・海中景観や絶滅危惧種の生息地となって

いる点が評価されものであるが、絶滅危惧種の生息地など、重要地域の一部はいまだ十分な保

護担保措置がとられていないことから、それらの解決は今後の検討課題であるとされた。 

（平成15年5月） 

 
 
 
□ 国立・国定公園の指定及び管理運営に関する提言（抜粋） 
 
 照葉樹林を保全の主眼とする国立・国定公園の指定地域は、これまであまりあり

ませんが、国民の関心の高い希少種が生息するなど自然体験やエコツーリズムに適

した自然性の高い照葉樹林の地域は、すぐれた自然の風景地として評価すべきと考

えます。また、我が国の照葉樹林は、アジアの中でも特異な景観を示しています。

特に、鹿児島県の奄美群島や沖縄県のやんばる地域の照葉樹林などは、国立公園の

指定も視野に入れた、より詳細な評価を行う必要があります。 

（平成 19 年 3 月） 

 
 


